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第 5 章においては以上の結果をまとめて結論とし 船型設計上の関連事項を論じている。
論文の審査結果の要旨
基幹物資の省エネルギ一大量輸送の主力が肥大船であることは既に述べたところである。肥大船の
安全運航に資する操縦性能を詳細かっ精力的に考究した本論文の社会的価値はこ、にあろう。
研究の方法は，まず船舶操縦運動の力学的基礎を振り返ることに始まり，多数の無線操縦模型船実
験から現象の輪廓を明らかにし，その上で取り上げた二組の代表的船型について流体力の計測，流場
の観察等，あらゆる手段を動員して精力的な実験研究を行っている。
顧るに本論文の主題たる肥大船の操縦性能に関与する流体力は典型的な粘性流体力学のそれである。
そして取扱うべき流場は境界層の剥離と大量の渦度流出を伴う後流の場であって，これは現在の粘性
流体力学の知識をもってしては体系的，定量的取扱いのほとんど不可能な対象と認めざるを得ない。
この制約が本研究の遂行上，最大の困難で、あったことは想像に難くなし"0
本論文はこれに処するに多数の無線操縦模型船，試験水槽における斜航，強制旋回 (CMT) 実験，
さらに流場や圧力の計測等 きわめて多様かっ巧妙な実験手段をもってした。そして上記の理論的制
約の上ではあるにしても，数々の新しい知見を明らかにし，又実用上有益な結論も得ている。これは
船舶流体力学上，そして造船技術上，少なからざる貢献と言うべきである。
従って，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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